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 頚椎外傷（Cervical spine injuries CSI）は低頻度であるが、重傷度の高い外傷である。頚椎外
傷は脊椎外傷の半数近くを占め、受傷機転はほぼ転落か交通事故である。特に交通外傷における高














三人の健康な正常男性を被験者として、前方衝突直前時を再現するために Ejima ら（2007 年）が
報告した低速度衝撃模擬台車（スレッド）を使用し、最大 8ｍ/s２の後ろ向きの加速度を加え、1 秒
間観察した。認知能力の低下を模擬し、危険を察知している場合としていない場合の２条件につい




 上記は 3 次元動作計測装置を用いて 12 台のカメラを使用し撮影した。また sagittal 面と axial
面のそれぞれの動きが筋緊張群と非筋緊張群で有意差があるか評価し、筋緊張群と非筋緊張群で
の変化量の最大値を比較し、2 条件間の最大値の平均を比較した。 





 外傷データバンクを用いた統計調査では頚椎外傷は 60 歳台での受傷が最も多く、一峰性の年齢
分布であり、転落、交通事故での受傷機転が大半であることが明らかとなった。また、70 歳以上
の頚椎外傷の死亡率は 70 歳以下よりも高かった。  
 ITARDA データを用いた疫学調査では 60km/h 以上の衝突速度で最も死亡重傷率は高く、40km/h 以



























平成 28 年 7 月 29 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。  
